理-07-公-佐賀(後)-問-04
 eq \o\ac(□,４)
気体が発生する化学変化について，問１，問２の問いに答えなさい。

問１
実験を安全に行うために，適切な濃度にうすめた過酸化水素水を使って，【実験１】，【実験２】を行った。⑴～⑷の各問いに答えなさい。

	①
図１のような装置を用いて，うすい過酸化水素水を二酸化マンガンにふれさせ，気体を発生させた。

②
発生した気体を容器に集めた。

③
発生した気体の入った容器に，火のついたロウソクを入れたら，ロウソクの火は勢いよく燃えた。
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⑴
【実験１】の①で，発生した気体は何か。その化学式を書きなさい。

⑵
図１のＡには，気体を集める方法が入る。その方法として，最も適当なものを，次のア～ウの中から一つ選び，記号を書きなさい。
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	①
図２のように，プラスチック容器（以下容器とする）にうすい過酸化水素水と二酸化マンガンを分けて入れ，しっかりとふたを閉めて容器全体の質量をはかった。

②
図３のように，ふたを閉めたまま，容器をかたむけてうすい過酸化水素水を二酸化マンガンにふれさせ，気体を発生させた。

③
しばらくして，反応が終わったのを確認した後，密閉した状態で容器全体の質量をはかったら，気体を発生させる前の質量と変わらなかった。

④
次に容器のふたをはずし，しばらくして，再度しっかりとふたを閉め，容器全体の質量をはかった。
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⑶
【実験２】の③で，容器全体の質量が変わらなかったのはなぜか。その理由を「種類」，「数」，「原子」という語句をすべて用いて，簡潔に書きなさい。

⑷
【実験２】の④で，容器全体の質量はどのように変化するか。理由をふくめて，簡潔に書きなさい。

問２
身のまわりの物質Ａを使って，【実験３】を行った。⑴～⑷の各問いに答えなさい。

	①
図４のように，物質Ａをガスバーナーで十分に加熱したところ，加熱した試験管中に白い物質Ｂが生じた。また，加熱中，気体が発生し，その気体を石灰水に通したら，白くにごった。
②
物質Ｂが生じた試験管の口には液体ができていた。この液体に塩化コバルト紙をつけて色の変化を調べたら，液体は水であることがわかった。

③
物質Ａ，物質Ｂをそれぞれ水の入った試験管に同量入れ，溶けるようすを観察したら，図５のように，物質Ａは一部溶けずに残り，物質Ｂはすべて溶けた。

④
③でつくった物質Ａ，物質Ｂそれぞれの水溶液の上ずみをとり，それぞれにフェノールフタレイン液を数滴ずつ入れたら，どちらも赤色になったが，こい赤色になったのは，物質Ｂのほうだった。
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⑴
【実験３】の②で，塩化コバルト紙は何色から何色に変化したか。最も適当なものを，次のア～カの中から一つ選び，記号を書きなさい。

ア
黄色から青色
イ
黄色から赤色
ウ
赤色から青色

エ
赤色から黄色
オ
青色から黄色
カ
青色から赤色

⑵
【実験３】の④で，物質Ｂの水溶液の性質として正しいものを，次のア～ウの中から一つ選び，記号を書きなさい。

ア
酸性
イ
中性
ウ
アルカリ性

⑶
【実験３】で，物質Ａは，加熱により，気体，水，物質Ｂの３つに分かれた。このように，１種類の物質が２種類以上の物質に分かれる化学変化を何というか，書きなさい。

⑷
物質Ａは何であると考えられるか。最も適当なものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。

ア
eq \o(\s\up 9(じゅう),重)そう（炭酸水素ナトリウム）
イ
食塩（塩化ナトリウム）

ウ
小麦粉
エ
砂糖

【実験３】





【実験２】





【実験１】
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